
















































































































































































































































































































































































































































































































今後とも双方がW i n -W i n 戦略を取って、お互
いに協力、提携できることがたく さんあると確
信しております。
　今後とも、さらに幅広い分野で交流を通して、
より一層、緊密かつ友好的なパートナーシップ
を構築できるよう期待しております。以上、私
のお話を終わらせていただきます。お集まりい
ただいた皆さまにとってお役に立つかどうか私
も自信はありませんが、何かご参考にしていた
だければ幸いです。本日はご清聴ありがとうご
ざいました。
（ 講演３： 終了）
質疑応答
○司会　戴先生、ありがとうございました。す
でに時間を超過しておりますが、どうしてもこ
の場で聞いておきたいこと等がございましたら
挙手をお願いします。
○会場１　全農ふくれんから来ました。今日は
貴重な話をありがとうございました。
　お話の中で台湾の輸出入の関係で、食べ物の
輸入品を見たときに、台湾で食べる、あの牛肉
麺が、もしかしたらアメリカ産小麦でつく った
麺の上にアメリカ産の牛肉が乗っているんじゃ
ないかということで、ちょっと不安だったんで
すけれども。
　冗談はさておきまして。 39ページの資料の一
番下に製品の安全性と衛生面に関する「 商標制
度および管理システムの推進」 と書いてござい
ますけれども、これは具体的な内容をお話しい
ただければと思うんですが。
　例えば、ＧＡＰ（ 農業生産工程管理） の取り
組み、底上げの部分から。実は先日、農水省か
らお話がありまして、今回の輸出推進にかける
上で、ＧＡＰの取り組みは必要不可欠だという
ご説明を受けました。そのあたりについて、こ
こに書いてある内容について、もう少しご説明
をいただければと思いますのでよろしくお願い
します。
○戴　ありがとうございました。 39ページので
すが、製品の安全性と衛生面に関する商標制度
ね。やはりいろんな商標をつく って、例えば日
本で製品に商標があるんですね。Ｊ ＡＳ（ 日本
農林規格）。
○戴　そうですね。台湾はＣＡＳ（ 優良農産品
証明） ですね。これもいろんな商標の規格をつ
く って、消費者に対しても一つの保証みたい
な、政府からの保証みたいなやり方です。それ
とも、今度もし国内のいろんな商標をつくって、
これから海外、外国とか、その商標、先ほども
海外でいろんな展示会に参加して、あるいは広
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告とか、そのメリットとか、海外のバイヤーさ
んとか、あるいは海外の消費者に宣伝ができま
す。これも結構メリットがありますね。
○ 会場１　今の質問では、ＪＡＳは取らなくて
いいのかという。実は先般、農水省の説明があっ
たときに、日本のＪＡＳ関係の部分である程度の
保証ができるんじゃないかというお話をしたとき
に、国際的には政府の後ろ盾というか、政府か
らの認証的な部分というのは国際的には通用し
ない。結局グローバルなAgricultural Practice
を取らないと国際的な信用は得られないという
説明を受けたんですよ。そういう部分に対する
台湾での取り組みが何かもしございましたら教
えていただければと思います。
○ 司会　日本から台湾に輸出するときに、グ
ローバルＧＡＰを取っておかないといけないで
すかという質問です。
○ 戴　正直、確かにその商標が通るかどうか、
台湾として、自信持てないですね。でも、確か
に台湾で売るときは、ある程度の商標があれば
売りやすいかもしれません。政府から見ると、
商標がないと輸入できないとは言えないです
ね。でも、あれは輸入して、そのマークを取っ
て台湾向けに輸出すると確かに売りやすいかも
しれません。政府からその要求はないですね。
必ずその商標を取らないと台湾向けに輸出でき
ないとは言えません。
○会場１　ありがとうございました。
○司会　まだまだご議論はあるかと思いますけ
れども、時間が差し迫っておりますので、ここ
までにさせていただきます。
　どうも戴先生、ありがとうございました。
（ 終了）
